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海上輸送システムや船舶機関システムに関する分野を
中心とした専門的な技術を教育し、システムの運用、
開発、商船学・工学的センスを身につけた実践的な海
事管理技術者の育成

〇求める学生像
・工学的素養を身につけ海事関係分野で活躍したい人
・海上輸送管理技術を身につけ社会で活躍したい人
・商船学の基本的な知識・技能を身につけている人
・好奇心や探究心が強く、考える力や判断する力、自分の考えを論理
的に述べる力を伸ばしてきた人
・自立心を持ち色々な人と協力しあって行動できる、根気とチーム
ワーク力のある人

〇選抜の基本方針
（推薦による選抜）
・推薦書、調査書、並びに本校で実施する面接の結果を総合して選抜
します。
（学力検査による選抜）
・本校で実施する学力検査（専門科目、英語、数学）の成績、調査書
及び面接の結果を総合して選抜します。
（社会人特別選抜）
・推薦書、調査書及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む）の結
果を総合して選抜します。

海上輸送システム工学専攻は、海上輸送システムや船舶機関システム
に関する分野を中心とした専門的な技術を教育し、システムの運用、
開発、管理、商船学・工学的センスを身につけた実践的な海事管理技
術者を育成します。具体的には、教育目標に沿って以下のように教育
課程を編成します。
１　海上輸送システムや船舶機関システムに関する共通（航海系、機
関系）の専門教育を行い幅広い技術的視野を育成します。
２　本科の航海・機関コースでの実践的船舶運航技術に加え、運航管
理，海事シミュレーション、海洋環境、海運、法規、機関、制御、エ
ネルギー、コンピュータ、材料などに関する深い専門教育を行いま
す。
３　海事科学実験、海事科学演習、技術英語、海外インターシップを
取り入れ、幅広い国際的視野、独創的開発能力、コミュニケーション
能力を育成します。

すべての科目はシラバスに明示した学習到達目標の達成を確認するた
め、試験、小テスト、レポート等を用いて総合的に評価します。ま
た、各科目の合格によりディプロマ・ポリシーに掲げた学習成果を達
成したものとします。

海上輸送システム工学専攻は、所定の単位を修得して以下のような能
力を身につけた学生に修了を認定します。
１　１・２級海技士国家試験筆記（航海、または機関）の知識相当を
理解できる。
２　海上輸送システム（運航管理、海事シミュレーション、海洋環
境、海運、法規、機関、制御、エネルギー、コンピュータ、材料な
ど）の知識・技能を身につけ活用できる。
３　海事分野における専門英語を理解でき、日本語での口頭および文
書による的確な報告ができる。
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機械・情報系を中心とした複合的工業分野における専
門的な知識と技術を教育し、瀬戸内海地域に貢献でき
るものづくりやシステム開発の能力と国際感覚をもつ
実践的専門技術者の育成

〇求める学生像
・手と頭脳が同時に働く実践的技術者を目指す人
・コミュニケーション能力と国際感覚を備えたい人
・工学の基本的な知識・技能を身につけている人
・好奇心や探究心が強く、考える力や判断する力、自分の考えを論理
的に述べる力を伸ばしてきた人
・自立心を持ち色々な人と協力しあって行動できる、根気とチーム
ワーク力のある人

〇選抜の基本方針
（推薦による選抜）
・推薦書、調査書、並びに本校で実施する面接の結果を総合して選抜
します。
（学力検査による選抜）
・本校で実施する学力検査（専門科目、英語、数学）の成績、調査書
及び面接の結果を総合して選抜します。
（社会人特別選抜）
・推薦書、調査書及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む）の結
果を総合して選抜します。

生産システム工学専攻は、機械・情報系を中心とした複合的工業分野
における専門的な知識と技術を教育し、瀬戸内海地域に貢献できるも
のづくりやシステム開発の能力と国際感覚をもつ実践的専門技術者を
育成します。具体的には、教育目標に沿って以下のように教育課程を
編成します。
１ 工学基礎となる数学・自然科学等の知識および専門分野の知識・
技能を習得し、それらを応用する能力を身につけた実践的技術者を養
成します。
２ 自らが関係する技術の実践が地域社会や公共の利益に貢献できる
かどうかについて理性的・論理的判断をする能力を身につけた倫理観
の高い技術者を育成します。
３ 他者と議論・協調して活動することでより良い成果を出すため
に、グローバル化社会に貢献できる国際性や、異文化を理解できる教
養をもち、コミュニケーション能力の高い技術者を養成します。

必修科目として「特別研究」を設け、専攻科カリキュラム全体の総合
的な達成をはかります。
すべての科目はシラバスに明示した学習到達目標の達成を確認するた
め、試験、小テスト、レポート等を用いて総合的に評価します。ま
た、各科目の合格によりディプロマ・ポリシーに掲げた学習成果を達
成したものとします。

生産システム工学専攻は、所定の単位を修得して以下のような能力を
身につけた学生に修了を認定します。
１　技術者として持つべき、幅広い学問全般の教養、専門分野におけ
る基礎的および専門的な知識、「実験」・「演習」等の科目履修によ
る実践的工学の技術、技能を修得している。
２　技術が社会と自然に及ぼす影響と効果を理解し、その利用に関し
て技術者として正しい判断ができる。
３　「特別研究」の履修を通して、学んだ専門分野の知識・技能を活
かして研究を計画的に推進するための論理的思考力、課題探究力、問
題解決力、それを分かりやすく文書および口頭で表現伝達できるコ
ミュニケーション能力を修得している。

【専攻科課程】

弓削商船高等専門学校
【準学士課程・専攻科課程共通】

◎校訓
　　　みなぎる気力と、たゆまぬ努力で、めざそう、悔いなき学生生活

◎教育方針
　　１．自然科学および専門技術の基礎力を身につけ、高度化かつ多様化してゆく科学技術に柔軟に対応できる人材の育成
　　２．身の回りの諸現象、特に海をとりまく自然・文化・歴史に好奇心を抱き、多角的に考えたり調べたりできる、独創力のある人材の育成
　　３．日本および世界の文化や社会に関心をもち、国際的視野でものがみられ、しかも人間として、技術者として高い倫理観をもった人材の育成

◎教育目標 ◎アドミッションポリシー（入学者受入方針） ◎カリキュラムポリシー（カリキュラム編成方針） ◎ディプロマポリシー（修了認定方針）


